
介護の仕事を始めて

　２月19日（木）19時40分より、全職員を対象とし

た、内部研修を行いました。

　今回の研修テーマは、「腰痛予防」ということ

で、ヨガ教室「ヨガ・ラ・サンテ」より講師の五

十嵐紘子さんをお招きし、１時間30分のヨガの指

導をしていただきました。まずは、呼吸を整えることから

始まり、骨盤調整・肩こり解消・腰痛予防・筋力アップな

どに効果があるプログラム・ストレッチで、じんわりとや

さしく筋力をほぐしてバランスを整えていくことで、血流

が良くなり、自然に体が温かくなるのを感じました。

　普段から体を積極的に動かす人、なかなか動かす機会が

ない人、体の硬い人もそうでない人も、いい汗をかいてリ

フレッシュでき、快い研修となりました。
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　1月 18 日（日）、万葉園新年会を開催しました。
　今回の催し物は、紅梅民舞会様による踊り披露と餅つきです。
紅梅民舞会様には、綺麗な着物での優雅な舞や、どじょうすくい
のような楽しい踊りを披露して頂き、ご利用者やご家族の方々も
見入っていました。
　続いて、餅つきとなると、ご利用者が我先にと張り切り、力強
く餅を搗く勇ましい姿を見ることができました。また、ご家族の
方々にも餅つきや、餅を丸める作業をお手伝い頂き、一体感のあ
る新年を迎えることができました。

　３月11日（水）、かしま保育園の４歳児が多数来園され、
楽器演奏や体操、歌の披露とゲームで交流しました。ご利
用者の皆さんは、孫やひ孫を見るようなとても優しい目を
され、近くに来た園児達の頭を撫でたりしながら「お名前
は？」「何才？」等と声を掛けられていました。初めは戸
惑っていた子も「勝った」「負けた」と一喜一憂しながら
ご利用者と一緒にジャンケンを楽しまれていました。
　お互いにプレゼントを交換され、園児達が帰る際には、
最後まで手を振ってお見送りしました。こうした世代間で
の交流は双方にとってとても良い刺激になったと思います。
将来、介護福祉士となって万葉園で働く園児もいるかもし
れませんね。

不在者投票

新年会新年会新年会

小高区小学生来園クリスマス会

かしま保育園児来園かしま保育園児来園かしま保育園児来園
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不在者投票

新年会

小高区小学生来園クリスマス会

かしま保育園児来園

　平成 27 年３月末竣工予定で整備を進めてきた増床工事ですが、
工事工期の延長により、平成 27 年８月末竣工となりました。３月
末には躯体コンクリート打設が終了し、建物内部の電気配線、空調・
給排水設備配管敷設、器具・建具取付け作業が急ピッチで進んで
います。躯体が姿を現すと建物のイメージが湧いてきますが、狭
い敷地内であることも重なり、かなり大きな建物に感じられます。
　万葉園一帯は、鹿島区の福祉ゾーンとして、保健センター、デ
イサービスセンター、交流センター
など大きな建物が密集することにな
りました。４月からは、交流センター
横の敷地において、体育館建設工事
も本格的に開始されます。今しばら
くの間、近隣の皆様には工事による
ご迷惑をおかけすることとなります
が、何卒ご理解、ご協力を頂きます
ようお願いいたします。

　
桜
の
便
り
が
次
々
に
聞
か
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
い
か
が
お
過

ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　
さ
て
、
し
ば
ら
く
前
の
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
１
月
12
日
（
月
）
に
た
ん
ぽ

ぽ
で
は
恒
例
の
行
事
と
な
り
ま
し
た
小

正
月
の
飾
り
付
け
と
食
事
会
を
行
い
ま

し
た
。
当
日
は
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
石
神

と
合
同
で
開
催
し
、
ご
家
族
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
様
を
含
め
、
総
勢
41
名
と

い
う
大
規
模
な
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
か
ら
ご
利
用
者

に
団
子
丸
め
や
飾
り
付
け
の
声
か
け
や

手
ほ
ど
き
を
し
て
い
た
だ
き
、
全
員
が

参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

今
年
は
例
年
よ
り
も
大
き
な
ミ
ズ
キ
の

木
を
準
備
し
て
い
た
だ
き
、
仕
上
が
り

も
豪
華
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
飾
り

付
け
が
済
ん
だ
後
は
万
葉
園
へ
移
動
し
、
こ
れ
も
ま
た
全
員
で
の
食
事

会
で
す
。
ご
家
族
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
と
思
い
思
い
の
話
題
で
盛

り
上
が
り
、
普
段
と
は
違
う
雰
囲
気
に
箸
も
進
ん
だ
よ
う
で
す
。

　
豊
作
を
祈
願
す
る
等
の
意

味
合
い
で
行
わ
れ
て
き
た
小

正
月
の
行
事
で
す
が
、
た
ん

ぽ
ぽ
で
も
実
り
あ
る
１
年
に

な
る
よ
う
に
職
員
一
同
努
力

し
て
い
き
ま
す
。
今
年
度
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　『
自
立
支
援
』
の
も
と
、
ご
利

用
者
の
生
活
の
向
上
を
目
指
し
て

介
護
に
携
わ
る
中
で
、

　◆
食
事
が
自
分
で
１
口
で
も
食
べ

　
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

◆
服
を
自
分
で
着
脱
で
き
る
よ
う

　
に
な
っ
た
。

◆
少
し
で
も
歩
け
る
よ
う
に
な
っ

　
た
。

　と
い
っ
た
ご
利
用
者
自
身
で
で
き

る
事
の
喜
び
や
う
れ
し
さ
を
感
じ

る
反
面
、
内
出
血
・
転
倒
・
表
皮

剥
離
な
ど
が
起
き
て
し
ま
う
事
が

あ
り
ま
す
。

　
事
故
検
討
委
員
会
で
は
、
施
設

長
・
副
施
設
長
・
介
護
職
員
・
看

護
職
員
・
生
活
相
談
員
・
栄
養
士
・

た
ん
ぽ
ぽ
管
理
者
・
事
務
員
の
参

加
で
多
方
面
か
ら
『
ど
の
よ
う
な

事
故
が
発
生
し
た
の
か
？
そ
の
原

因
、
今
後
の
対
応
策
』
を
話
し
合

い
再
発
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
話
し
合
っ
た
内
容
は
、
そ
の
後

の
エ
リ
ア
会
議
で
介
護
職
員
を
中

心
に
細
部
ま
で
再
度
検
討
し
、
同

じ
事
故
が
起
き
な
い
よ
う
、
共
通

認
識
を
持
っ
て
ご
利
用
者
に
、
安

全
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

� � � � � � ����������������	
���



①介護職に就いた
　きっかけ
　人と接することが
好きでこれまで接客
や営業の仕事に就い
てきましたが、その
中で高齢者と接する

機会も多く、接する事により私自身いたわり
の気持ちが生まれ心が穏やかになっていた事
と、以前、家族が介護状態にあったこともあ
り介護の仕事には興味を持っていました。私
の年齢で再就職をするのはとても勇気のいる
事でしたが「介護の仕事に就きたかった…」
で終わらせたくなく「今からでも遅くない！」
と前向きの気持ちで、まずは、基礎知識と技
術を学ぶため、介護職員初任者研修を受講し
た事がきっかけです。

②働いてみた感想
　利用者さん一人一人の状態をしっかり把握
し、状況に応じた対応をする難しさはありま
すが、感謝の言葉を頂いたり、笑顔が見られ
た時には心が穏やかになるのと同時に笑顔と
元気が出てきます。また、施設の雰囲気も良
く先輩職員からの温かい励ましの言葉により
毎日楽しく笑顔で業務に従事することができ
ています。
　万葉園で介護の仕事ができて本当に良かっ
たと思っています。

③年齢を重ねたからこそ見える事
　 これまで様々な経験をしてきましたが、善
くも悪くもその全てが時を経ると「学び」に
なる事と、「笑顔で接することの大切さ」です。
　 笑顔は緊張を和らげ自分も相手も幸せな気
分にしてくれ気持ちも前向きになります。笑
顔をもって接すれば相手も必ず返してくれる。
　介護の技術向上はもちろんのこと感謝の気
持ちと「笑顔」を絶やさず、身体も心も健康
で仕事に励んでいきたいと思います。

①介護職に就いたきっかけ
　昨年の４月に家族５人（妻・長男・
二男・母）で新地町に引っ越し、特
別養護老人ホーム「万葉園」で介護
職員として働き始めました。介護に
ついては、実母の介護の必要性を痛
感し、介護などに関する知識はこれ
から必要になるだろうという思いも

ありました。
　しかし、年齢的なことや介護について「いろはのい」も知
らない状態でしたので、介護職員初任者研修を受講する機会
を得、無事に３か月間の訓練を修了しました。
②働いてみた感想
　実際に働いてみて感じることは、机上でしか学んでいない
「自立」支援と「尊重」の難しさです。これは、前職で取り組
んでいた青少年育成という分野でも同じことが言えましたが、
その行為（援助・協力）が本当にその人にとって良いことな
のか、その一瞬は解決できても、長い目で見たらそれはＯＫ
なのか、自己満足やお節介、自己中心になっていないかなど
の自問自答の繰り返しです。介護に関する知識や技術がまだ
まだ未熟な私ですが、ご利用者が笑顔で「ありがとう」と言っ
てくだされたり、にっこりした表情をされたりする度に、日
頃の疲れや思い悩む心が晴れやかな気持ちになり、やりがい
を感じてきます。
③年齢を重ねたからこそ見える事
　少なくとも 50 年以上の人生を歩んできた経験値があります
ので、その経験を基準としていろいろな面から物ごとを見る
ことができることくらいでしょうか。ですから、それがある
故に、人に対して穏やかに、物ごとに粘り強く対応すること
ができるのでしょう。
　最後に、これまで日本を支えてきた高齢世代の方々に対し
て、尊厳ある暮らしを保ちながら、自立支援をしていくことは、
後の世代の役割でもあり責務でもあると感じています。また、
超高齢社会という今まで人類が経験したことのない時代に欠
かせない、非常に大切な仕事をする介護職。その介護の現場
に身を置き、初任者研修で修得した基本的な知識と技術を礎
に、より多くの知識と経験を積み上げ、身に付けながら、高
齢者の方々に高い満足を得ていただけるサービスが提供でき
るように、そして、高齢者の方々のみならず、周りの方々の
笑顔が絶えない活き活きとした社会に近づけて行くことがで
きたらと思っています。

●介護職員　玉腰　広昭 ●介護職員　
  佐藤恵美子
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